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多和田　実・高原　香織：資質・能力ベースの学習評価を共有するために

はじめに

　平成 30 年３月，高等学校学習指導要領が告示

された。その中で，「主体的・対話的で深い学び」

としてのアクティブ・ラーニングを通した授業改

善と，実現すべき目標に組織的に向かうカリキュ

ラム・マネジメントを両輪に，「学びの質の改善」

を求めている。そこで，「目標・指導・評価の一

貫性」を問い直し，これまで各教師が個別に工夫

してきた実践を，生徒の実態を踏まえ，学校教育

目標に照らし合わせて磨き上げていく中で，共有・

実践の必要性を理解し，共通実践に向けた評価基

準を作成し，生徒の資質・能力の育成を見取る，

ＰＤＣＡサイクルを教科会で確立する必要がある

と考える。

　これまでも各教師が「主体的・対話的で深い学

び」に向かう授業改善を行っているが，それらの

工夫・改善を学習評価に落とし込むまでに至って

いないことが多い。一因として，各教師個別の工

夫・改善による実践追究に留まっている事が考え

られる。工夫・改善の結果，生徒の学びの質を高

め，資質・能力を育成する必要があるにも関わら

ず，その見取り，学習評価の追究が不足している

のではないだろうか。学習評価に落とし込むため

には，教科内で共通した評価規準が必要である。

評価規準を共有するためには，生徒に身に付けさ

せたい資質・能力が具体化され，どのような学習

活動を通して評価することが効率的かを教科内で

協議することによって一つの方向性を見出すこと

が必要である。

　新学習指導要領の実施とともに，３観点による

観点別学習状況の評価（以下，観点別評価）が

導入される。高等学校においては 2004 年から４

観点による観点別評価が導入されているものの，

日々の学習指導にはほとんど取り入れられていな

い状況 (1) がある。しかし，今改訂により高等学

校の指導要録の様式が改訂され，観点別評価も明

記することになるため，いよいよ評価方法の研究

が課題となる。学校現場においては，多様化する

業務内容とともに，教員の多忙感は高まっており，

「働き方改革」が推進されている。このような状

況の中，新たな課題が提示されることに大きな反

発があるだろう。

　そこで，教科会運営にカリキュラム・マネジメ

ントの視点を意識して取り入れることで，教師個

別の工夫・改善にかかる負担を軽減し，教育活動

の質を高めることを考えたい。協働して学習評価

を追究するために，「目標の具体化」と「見取り・

評価方法の具体化」をワークショップ型の教科会

で行う。これまで個別に労力を割いていた部分を

教科全員で知恵を出し合い，教科会という限られ

た時間の中で創り上げる。最終的なゴールは共通

しているのだから協働して行った方が合理的・発
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展的である。ゴールが明確になった分，目指す「知

識・技能」や「思考・判断・表現」が焦点化され

るので，シンプルな見取りが可能になり，生徒に

資質・能力を身に付けさせるために必要な学習活

動が精選されるだろう。また，評価の方針を生徒

と共有することを「主体的に学習に取り組む態度」

の涵養に向かうしかけの１つとすることで，生徒

自身が何のために学ぶのか，学ぶことによってど

のような力が身につくのか考えるようになるだろ

う。よりよい学習評価を求め，教科全員で協議し，

共有することは，これまで以上に教科会を有効活

用することになり，効果の最大化をねらうことが

可能だと考える。

　研究にあたっては、沖縄県立小禄高等学校及び

沖縄県立陽明高等学校に依頼し、数学科教科会に

おいて，学習評価を中心として，めざす生徒像や

授業改善について協議するワークショップ型研修

を取り入れてもらった。また、その成果として，

新学習指導要領がねらう「資質・能力ベースの学

習評価」の実現も視野に入れて取り組んでもらっ

た。

１　実態調査

　実際，沖縄県の県立高校における学習評価はど

のように行われているのか。各校数学科へ調査を

（2019 年７月 ) 行った。「現在，観点別評価をど

のように行っていますか」との質問に対する回答

（表１）と内容表記から，観点別評価を実施して

図１　Ｔ高校の観点別評価の現状

表１　観点別評価の現状
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